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いた 5-CQAからmethyl caffeateへの変換
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与える効果
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2.2 ジアミンとジカルボン酸からの縮合剤を用いる直

接合成

2.3 マイクロ波照射による合成

2.4 芳香族ジアミンと芳香族ジカルボン酸からの直接
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合成

2.5 ジイソシアナートと芳香族ジカルボン酸とからの

合成

3. イオン液体を用いる芳香族ポリアミドの加工

5節 イオン液体による固定化触媒による反応

1. イオン液体を用いた触媒の固定化法

2. シリカゲル担体を用いた反応

2.1 固定化酸性イオン液体触媒による反応

2.2 イオン液体固定相に保持されたパラジウムナノ粒

子触媒による水素化反応

3. シリカ+ポリマーコアシェル粒子を用いた反応

4. イオン液体+スチレン共重合体を用いた反応

6節 イオン液体とマイクロ波照射によるプラスチックの解

重合

1. ナイロン6を初めとするポリアミドのイオン液体中で

の解重合反応

2. イオン液体とマイクロ波を用いた不飽和ポリエステル

とFRPの解重合反応

3. イオン液体とマイクロ波照射を使ったセルロースの変

換反応

第4章 水を溶媒として用いた有機合成

1節 水を溶媒とするシクロデキストリンによる不斉合成

1. 付加反応

2. 還元反応

3. 酸化反応

4. アルドール縮合反応

5. 光化学反応

2節 高温水・高圧二酸化炭素を用いた有機合成

1. 高温水による多価アルコール脱水反応と二酸化炭素添

加効果

1.1 バッチ式反応装置

1.2 1,2,5-ペンタントリオールの脱水反応

2. 多価アルコール脱水反応機構

3. 多価アルコール脱水反応の立体選択性制御

3節 超臨界水中でのフェノールの有機合成

1. フェノールのアルキル化

1.1 一般的なFriedel-Craftsアルキル化

1.2 アルコールによるフェノールのアルキル化

1.3 アルデヒドによるフェノールのアルキル化

1.4 ケトン,カルボン酸とフェノールの反応

1.5 アルキル化反応のまとめ

2. アルキルフェノールの脱アルキル化

3. アルキル化,脱アルキル化反応の制御

4節 超臨界水を含む高温高圧水中でのテトラヒドロフラン

の合成

1. 高温高圧水を用いた有機合成

2. 高温高圧水を用いたテトラヒドロフランの合成

2.1 従来技術

2.2 1,4-ブタンジオールから THFの合成

5節 水・マイクロ反応による連続有機合成

1. 高温高圧水のマイクロリアクターによる制御

2. 高温高圧水-マイクロリアクターを用いた有機合成

2.1 転位反応

2.2 熱による転位反応

2.3 アシル化

2.3.1 O-アシル化

2.3.2 N-アシル化

2.4 ニトロ化

2.4.1 硝酸エステルによるニトロ化

2.4.2 硝酸のみによるニトロ化

2.5 クロスカップリング(均一系触媒)

2.6 クロスカップリング(不均一系触媒)

第5章 フッ素系溶媒を用いた有機合成

1節 フッ素系溶媒の特徴と有機合成

1. フッ素系溶媒の特徴

1.1 フルオラス溶媒

1.2 ペルフルオロポリエーテル系フルオラス溶媒

1.3 フルオラス/有機ハイブリッド溶媒

1.4 フッ素系酸性溶媒

1.5 フルオラス性の尺度-分配係数-

1.6 フルオラス溶媒のThermomorphic behavior

2. フッ素系溶媒を用いる有機合成

2.1 フルオラス溶媒を用いる有機合成

2.1.1 二相系反応

2.1.2 フルオラス溶媒をフェイズスクリーンとする

有機合成

2.2 フルオラス/有機ハイブリッド溶媒による有機合成

2.2.1 BTF

2.2.2 Novec 7100

2.2.3 C6F6

2.2.4 F-626

2.2.5 F-DMF
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2.3 フッ素系酸性溶媒

2節 ソルカンを溶媒に用いる有機反応

1. ソルカン365mfc(1,1,1,3,3-pentafluorobutane)

2. トリフルオロメチル化反応

3. 不斉トリフルオロメチル化反応

4. フリーデルクラフツ反応

5. Glaserカップリング反応

6. 鈴木・宮浦カップリング反応

7. エステル化およびエステル交換反応

8. その他の反応

3節 フルオラス法による糖鎖合成

1. フルオラスケミストリー

2. フルオラス溶媒

3. フルオラス糖鎖合成

4. ユニット合成

5. マイクロリアクター

5.1 均一溶媒系でのF-μFlow法

5.2 不均一2相系でのF-μFlow法

4節 フッ素系アルコールを溶媒に用いた有機合成

1. フッ素系アルコールの性質

2. フッ素系アルコールを使う超原子価ヨウ素試薬による

酸化反応

2.1 分子間求核種導入反応

2.2 分子内求核種導入反応

2.3 脱炭酸的ハロゲン化反応への応用

2.4 複素環クロスカップリング反応

3. フッ素系アルコールを使う過酸化水素による酸化反応

とフッ素分子の性質に着目した応用

4. フルオラス分離テクノロジーにおけるフッ素系アルコ

ールの利用


